


2020

№

2かしはら市議会

かし らは
市議会のいま第221号

● 議会役員が決定（細川佳秀議長、うすい卓也副議長、谷
井宰監査委員）
詳しくは議会役員名簿の二次元コードをスマホ等で読み込んでください

● 令和４年度一般会計予算（429 億 2 千万円）など可決
附帯決議により本庁舎建設問題の早急な解決等を求める

令和 4 年 1 月臨時会令和 4 年 1 月臨時会（１月31日開催）（１月31日開催） 

令和 4 年 3 月定例会令和 4 年 3 月定例会（3月1日～25日開催） （3月1日～25日開催）  

会議の会議の
結果結果

◀議員提出議
案の詳細は
こちら

◀可決された意
見書・決議は
こちら

◀市長提出議
案の詳細は
こちら

◀議会役員
名簿

▶議員提出
議案番号 案件名 議決結果

可決　全会一致
可決　賛成多数
可決　賛成多数
可決　総員起立
可決　賛成多数
可決　賛成多数

議第２３号
議第２４号
決第 １ 号
決第 ２ 号
決第 ３ 号
決第 ４ 号

橿原市議会委員会条例の一部改正
橿原市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例
子どもの歯の矯正治療に保険適用を求める意見書
介護職員の処遇改善に関する手続きの簡素化と対象職種の拡充を求める意見書
北朝鮮による日本人拉致問題に対する理解を深めるための取組みを推進する決議
議第１６号　令和４年度橿原市一般会計予算についてに対する附帯決議

条例

意見書

▶市長提出
議案番号 案件名 議決結果
議 第 ２ 号
議 第 ３ 号
議 第 ４ 号
議 第 ５ 号

議 第 ６ 号

議 第 ７ 号
議 第 ８ 号
議 第 ９ 号
議第１０号
議第１１号
議第１２号
議 第 １ 号
議第１３号
議第１４号
議第１５号
議第１６号
議第１７号
議第１８号
議第１９号
議第２０号
議第２１号
議第２２号
同意第１号
同意第２号

予算

同意

条例

一般

可決された意見書は関係機関に送付します。

橿原市公の施設における指定管理者の指定手続等に関する条例の一部改正
橿原市職員定数条例の一部改正
橿原市職員の育児休業等に関する条例の一部改正
橿原市職員の公正な職務の執行の確保に関する条例の制定
橿原市の一般職の職員の給与に関する条例及び橿原市一般職の任期付職員の採
用及び給与の特例に関する条例の一部改正
橿原市消防団員等公務災害補償条例の一部改正
「子どもの未来を育む戸村文庫」基金条例の制定
橿原市改良住宅条例及び橿原市個人番号の利用に関する条例の一部改正
橿原市下水道条例の一部改正
訴えの提起（建物明渡請求及び改良住宅家賃等支払い請求）
奈良県広域消防組合規約の変更
令和３年度橿原市一般会計補正予算（第９号）
令和３年度橿原市一般会計補正予算（第１０号）
令和３年度橿原市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
令和３年度橿原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和４年度橿原市一般会計予算
令和４年度橿原市国民健康保険特別会計予算
令和４年度橿原市後期高齢者医療特別会計予算
令和４年度橿原市介護保険特別会計予算
令和４年度橿原市共有財産処分特別会計予算
令和４年度橿原市上水道事業会計予算
令和４年度橿原市下水道事業会計予算
監査委員選任につき同意を求めること【谷井　宰（たにい　おさむ）氏】
人権擁護委員の委員候補者の推薦【上田　勝弘（うえだ　かつひろ）氏】

可決　賛成多数
可決　賛成多数
可決　全会一致
可決　全会一致

可決　賛成多数

可決　全会一致
可決　全会一致
可決　賛成多数
可決　全会一致
可決　全会一致
否決（議長裁決）可否同数
可決　全会一致
可決　全会一致
可決　全会一致
可決　全会一致
可決　賛成多数
可決　賛成多数
可決　賛成多数
可決　賛成多数
可決　全会一致
可決　賛成多数
可決　賛成多数
同意　全会一致
同意　全会一致

　議会（又は委員会）の審議の対象となる事件を議決するにあたって、付随的に付けられる意見
又は要望の決議のこと。他の決議と同様に、可決されると議会の意思として確定しますが、法的
な拘束力はありません。

Pick up!用語解説

附帯決議

Pick up!用語解説
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賛否の分かれた議案（決議・意見書及び同意案件を除く）賛否の分かれた議案（決議・意見書及び同意案件を除く）

○賛成  ×反対  －欠席

議案番号 議決
結果

会派・議員名

公明党 自由民主党 
如月

自由民主党 
葵

自由民主党 
かしのき

立憲民
主党

政研かし
はら

好きやねん 
橿原

日本維
新の会

自由民主党 
くちなし

会派
なし

大
北
か
ず
す
け

西
岡
次
郎

森
下
み
や
子

森
前
美
和

井
ノ
上
　
剛

吉
川
ひ
ろ
お

谷

井
　

宰

竹
田
の
ぶ
や

樫
本
利
明

佐
藤
太
郎

う
す
い
卓
也

今
井
り
か

大
保
由
香
子

上
田
く
に
よ
し

松
尾
高
英

槇
尾
幸
雄

高
橋
圭
一

原
山
大
亮

福
田
倫
也

奥
田
英
人

細
川
佳
秀
（
議
長
）

竹

森
　

衛

矢
追
も
と

議 第 ２ 号 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
長
の
た
め
議
決
に
加
わ
ら
ず

× 〇
議 第 ３ 号 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
議 第 ６ 号 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × - × × × × × 〇 〇 × × 〇
議 第 ９ 号 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

議 第 １ ２ 号 否決
( 議長裁決 ) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 - - × × × × × × × × × 〇

議 第 １ ６ 号 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇
議 第 １ ７ 号 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇
議 第 １ ８ 号 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇
議 第 １ ９ 号 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 × 〇
議 第 ２ １ 号 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
議 第 ２ ２ 号 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
議 第 ２ ４ 号 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

討論（決議・意見書及び同意案件を除く）討論（決議・意見書及び同意案件を除く）

議案番号 賛否 会派 内容
議第２号 反対 無会派

（日本共産党）
　公共性を持たない民間企業に任せることで、自治体の責任を果たせるのか。PFI 事業をチェッ
クでき、住民の意向が積極的に反映できるシステムの確立を提案して、反対する。

議第３号 反対 無会派
（日本共産党）

　コロナ禍の下で、市民に寄り添い、行政サービスを向上させるためには、正規職員を増やす
ことが必要である。同一労働同一賃金の原則を確立すべきであり、反対する。

議第６号 反対 無会派
（日本共産党）

　行財政改革に給与削減を利用することは誤りである。
　その場しのぎの給与削減は人材流出につながり行政サービスの低下につながる。また、公務
員給与の削減は民間企業に大きく影響する。適正な待遇提供は必要であり、反対する。

議第９号 反対 無会派
（日本共産党） 　駐車料金には反対しないが、この条例改正で特定個人情報の項目が加えられており、反対する。

議第12号 反対 日本維新の会

　規約変更には、構成団体である県内３７市町村の協議・議決を得る必要があり、慎重かつ丁寧なプ
ロセスが求められる。
　この規約変更は、１つの議案に３つの変更内容を含んでおり、各構成団体の意思決定プロセスを制
限し、要求・意見を排除するものである。
　各構成団体が公平・公正な立場を保ち、意思決定がしっかりと反映される仕組みでなければならない。
　各構成団体の選択肢を制限し、恣意的な方法で規約の変更をすることは、本市の消防組合参加にも
大きく影響を及ぼす。
　一つ一つの規約変更をしっかりと議論し、協議できる提案方法に改めることを強く求めて、反対する。

議第16号

反対 無会派
（日本共産党）

　行政のデジタル化は、対面サービスの後退につながり、プライバシーの侵害の拡大となる。
情報のコントロール権の保障が不可欠である。
　本庁舎建設は、令和２年４月に市長が施政方針で議会に示した新本庁舎建設基本計画（修正版）
に立ち返るべきであり、無駄遣いをせず進めるべきである。
　ヤングケアラーの支援体制強化や生活困窮者へのさらなる支援改善を求めて、反対する。

賛成 自由民主党
如月

　人口減少の抑制につながる事業等、必要な事業に重点的に予算を措置している。市債残高の
減少等、財政健全化にも積極的に取り組んでいる。
　今後も厳しい財政状況が続くことが見込まれるが、魅力あるまちづくりに努力されることを
願い、賛成する。

議第17号 反対 無会派
（日本共産党）

　国庫負担を計画的に復元し、国民健康保険税の引下げを可能にすべきである。生活実態に即
した減免要綱の緩和・拡充による負担軽減や、小・中学生の医療費の窓口立替え払いをなくす
ことを提案して、反対する。

議第18号 反対 無会派
（日本共産党）

７５歳以上の国民を差別し、負担を増加させるこの制度は廃止すべきである。７５歳以上の方
に対する医療費無料化制度に戻すべきであり、反対する。

議第19号 反対 無会派
（日本共産党）

「介護の社会化」を取り戻す介護保険制度を構築して、本市が利用者のサービスをしっかりと受
け止め、進めていくことを提案して、反対する。

議第21号 反対 無会派
（日本共産党）

消費税が料金に転嫁されている。負担を軽減する減免措置の拡充を求め、水道事業の広域化・
民営化はすべきではないことを提案して、反対する。

議第22号 反対 無会派
（日本共産党） 料金に消費税が課せられているため反対する。
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文
教
常
任
委
員
会

市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
活
用
及
び

整
備
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会

　
　

戸
村
氏
よ
り
い
た
だ
い
た
寄
附
金
額
の
合

計
と
戸
村
文
庫
の
内
容
は
。

　
　

こ
れ
ま
で
、総
額
７
，１
３
０
万
円
の
寄
附

を
い
た
だ
い
て
い
る
。市
内
学
校
・
園
の
図
書
室

の
一
角
に
戸
村
文
庫
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、寄
附
金

で
購
入
し
た
図
書
を
置
い
て
い
る
。

　
　

こ
の
条
例
の
第
１
条
に
は
基
金
の
設
置
目

的
が
書
い
て
あ
る
。一
方
、第
４
条
に
は「
市
長

は
、財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
」基

金
に
属
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に
繰
り
替
え
て

運
用
で
き
る「
繰
替
運
用
」が
規
定
さ
れ
て
い

る
。寄
附
い
た
だ
い
た
本
来
の
目
的
か
ら
外
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、ど
の
よ
う
に
運
用
す
る
の

か
。「
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
」に

該
当
す
る
基
準
は
。

　
　

今
ま
で
全
て
の
基
金
条
例
に
、繰
替
運
用

の
規
定
を
設
け
て
い
る
。本
条
例
も
制
定
す
る

に
あ
た
り
同
様
の
措
置
を
と
っ
た
。戸
村
氏
よ
り

寄
附
い
た
だ
い
た
貴
重
な
財
源
は
、遺
志
に
沿
っ

て
確
実
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　

戸
村
氏
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
は
。

　
　

基
金
条
例
を
設
置
し
、今
後
も
引
き
続
い

て
寄
附
金
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

る
。継
続
的
に
、子
ど
も
た
ち
に
も
よ
く
理
解
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え
た
い
。

議
第
８
号　

「
子
ど
も
の
未
来
を
育
む

戸
村
文
庫
」
基
金
条
例
の
制
定

総
務
常
任
委
員
会

　
　

こ
の
条
例
を
制
定
す
る
経
緯
と
理
由
は
。

　
　

過
去
、職
員
へ
の
不
当
要
求
や
恫
喝
等
が

発
生
し
て
い
る
。本
来
行
う
べ
き
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
遅
れ
等
、様
々
な
影
響
が
起
こ
る
。職
員
や

市
民
等
の
責
務
を
条
例
で
規
定
し
、不
当
要
求

審
査
会
を
設
置
す
る
等
、体
制
を
整
え
て
取
り

組
む
。

　
　

条
例
を
制
定
し
な
け
れ
ば
、対
応
が
で
き

な
い
の
か
。こ
れ
ま
で
の
対
応
方
法
は
。

　
　

事
案
が
発
生
し
た
際
は
、各
所
属
が
危
機

管
理
監
等
に
相
談
し
た
上
で
対
応
し
て
き
た
。

し
か
し
、各
所
属
で
は
判
断
で
き
な
い
事
案
も

あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。判
断
で
き
な
い
事
案

も
、不
当
要
求
審
査
会
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

し
っ
か
り
と
対
応
す
る
。

　
　

こ
の
条
例
を
制
定
す
る
目
的
は「
抑
止
力
」

だ
と
思
う
が
、市
民
に
対
す
る
周
知
の
方
法
は
。

　
　

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
た
い
。

　
　

周
知
の
方
法
を
注
意
し
な
け
れ
ば
、市
民

が
萎
縮
す
る
可
能
性
が
あ
る
。市
民
の
声
を
届

け
る
場
が
制
限
さ
れ
な
い
よ
う
、条
例
制
定
の

意
味
等
を
周
知
し
て
か
ら
施
行
す
べ
き
で
は
。

　
　

市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
一
番
重
要
で
あ
る
。

規
則
に
不
当
要
求
行
為
の
内
容
を
明
記
し
、条

例
施
行
に
向
け
て
周
知
等
の
準
備
も
し
た
い
。

議
第
５
号　

橿
原
市
職
員
の
公
正
な
職
務
の

執
行
の
確
保
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
　
　
　
　
　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
意
見
が

多
か
っ
た
施
設
に
つ
い
て
、市
の
考
え
は
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　
　

老
朽
化
し
た
施
設
の
維
持
管
理

費
が
多
大
で
、財
政
負
担
が
非
常
に
大
き
い
。廃

止
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、代
替
性
の
確
保
は
検
討

し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
計
画
を
基
に

市
単
独
で
維
持
管
理
を
行
う
。県
が
中
南
和
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
拠
点
と
し
て
橿
原
公
苑
の
活
用
を

検
討
し
て
い
る
。県
と
の一
体
整
備
は
な
く
な
っ
た

が
、市
内
の
大
会
誘
致
に
向
け
て
、県
と
連
携・協

力
し
た
い
。

　
　

こ
の
計
画
で
は
、総
合
プ
ー
ル
が
廃
止
と

な
っ
て
い
る
が
、廃
止
は
決
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　

計
画
に
基
づ
き
進
め
た
い
。市
民
や
関
係
団

体
へ
丁
寧
な
説
明
を
す
る
。代
替
機
能
も
検
討

し
、理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

　
　

国
体
の
主
会
場
の
場
所
に
つ
い
て
、現
時
点

で
の
県
の
考
え
は
。

　
　

橿
原
公
苑
は
候
補
地
の
１
つ
。

　
　

橿
原
運
動
公
園
に
自
然
の
中
で
遊
べ
る
環

境
が
ほ
し
い
と
い
う
声
も
あ
る
が
、考
え
は
。

　
　

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
の
要
望
も
出
て

お
り
、今
後
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
る
と
思

う
。検
討
す
べ
き
段
階
に
な
れ
ば
検
討
し
た
い
。

橿
原
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
計
画
策
定

業
務
の
完
了

市
庁
舎
建
設
事
業
等
に
関
す
る

特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

12
月
定
例
会
で
本
庁
舎
の
位
置
を

変
更
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、関
連
す
る
予
算
が

削
除
さ
れ
た
こ
と
は
真
摯
に
受
け
止
め
て
い
る
。

し
か
し
、地
震
等
の
災
害
は一
刻
の
猶
予
も
な
い
。

市
民
・
職
員
の
命
を
守
る
た
め
、本
庁
舎
か
ら
の

速
や
か
な
避
難
と
一日
で
も
早
い
本
庁
舎
の
解
体

を
目
標
と
す
る
。

　

ま
ず
は
、通
常
の
組
織
改
正
に
伴
う
範
囲
で
避

難
し
、令
和
４
年
度
の
極
力
早
い
段
階
で
本
庁
舎

か
ら
執
務
機
能
を
取
り
除
き
た
い
。

　
　

12
月
定
例
会
で
の
議
決
の
結
果
を
受
け
て
、

議
会
の
意
思
を
ど
う
尊
重
す
る
の
か
。現
本
庁
舎

に
耐
震
性
が
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
て
、こ
れ
ま
で

議
論
を
続
け
、現
地
建
て
替
え
が
ベ
タ
ー
だ
と
結

論
付
け
た
。他
の
案
が
あ
る
な
ら
早
急
に
出
す
べ

き
だ
が
、市
長
の
考
え
は
。

　
　

12
月
定
例
会
で
の
議
決
の
結
果
は
受
け
止

め
て
お
り
、本
庁
舎
の
位
置
を
変
え
ら
れ
な
い
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。本
庁
舎
の
位
置
を
変
え
ら

れ
な
い
が
、解
体
を
す
る
必
要
が
あ
る
。計
画
を

早
急
に
示
せ
る
よ
う
努
力
す
る
。

庁
舎
機
能

新本庁舎建設に
関する特別委員
会での主な議論
等は、前号をご覧
ください。

かしはら
市議会のいま
220号

問 答答 問答

問

問

問問 答答 問答答 問

答問答答 問 市
の
説
明

総
合
プ
ー
ル

橿
原
運
動
公
園

問答 市
の
説
明

会議録 録画配信

委員会委員会
レポートレポート

　委員会で審議された内容について、
その一部を抜粋して掲載します。詳し
くは会議録または録画映像配信をご覧
ください。
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予
算
特
別
委
員
会

 

予
算
全
体
の
質
疑

　
　

市
長
が
施
政
方
針
で
述
べ
た
、財
政
再
建
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
発
足
の
経
緯
は
。

　
　

令
和
３
年
度
予
算
で
は
、財
政
調
整
基
金
を
13
億

円
取
り
崩
す
こ
と
と
な
り
、市
長
が
財
政
危
機
宣
言
を

発
出
し
た
。４
年
度
か
ら
新
た
な
予
算
編
成
方
式
を
導

入
し
た
が
、抜
本
的
な
解
決
に
至
ら
ず
、財
政
再
建
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。若
手
職

員
を
中
心
と
し
て
編
成
し
、意
見
を
聞
く
こ
と
で
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

　
　

財
政
危
機
宣
言
の
発
出
や
、令
和
２
年
度
決
算
の

不
認
定
を
受
け
て
、４
年
度
の
予
算
編
成
で
重
視
し
た

点
は
。

　
　

新
た
な
予
算
編
成
方
式
の
導
入
や
、既
存
事
業
の

取
捨
選
択
を
各
課
に
依
頼
し
た
結
果
、事
務
的
経
費
等

が
減
少
し
た
。し
か
し
、財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
す
予

定
で
あ
る
。人
口
増
に
つ
な
が
る
定
住・移
住
促
進
施
策

等
に
は
、手
厚
い
財
源
を
つ
け
て
い
る
。

歳
入
の
質
疑

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
に
関
し
、本
市
へ
の
寄
附
額
と
、他

議
第
16
号　

令
和
４
年
度
橿
原
市
一
般

会
計
予
算

 

予
算
総
額　
　
　

４
２
９
億
２
千
万
円

 

対
前
年
度
比　
　

１
千
万
円　

減
 

歳
入 　

繰
入
金
約
５
億
６
千
万
円
を
計
上
す
る
等
、

一
般
財
源
の
確
保
に
苦
慮
す
る
状
況
。

 

歳
出　
　

対
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
。

市
へ
の
寄
附
の
状
況
は
。

　
　

本
市
へ
の
寄
附
額
は
、令
和
4
年
２
月
末
時
点
で
約

８
，６
１
８
万
円
。他
市
へ
の
寄
附
と
し
て
、令
和
元
年
度

課
税
分
の
税
額
控
除
額
が
約
２
億
４
，０
７
９
万
円
。

　
　

他
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
減
収
分
を
回
収

す
る
た
め
、今
後
の
考
え
は
。

　
　

令
和
４
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、寄
附
額
１
億
２

千
万
円
を
目
標
に
取
り
組
む
。市
外
在
住
者
の
固
定
資

産
税
納
付
書
に
本
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
案
内
を
同

封
す
る
。返
礼
品
数
の
増
加
等
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

歳
出
の
質
疑

　
　

現
在
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用
期
間
と
か
か
っ
た

費
用
は
。新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
移
行
す
る
に
あ
た
り
、現

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
課
題
は
。

　
　

現
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
平
成
31
年
４
月
か
ら
運
用
し

て
い
る
。初
期
費
用
が
約
３
千
万
円
、維
持
管
理
費
が
毎

年
約
６
０
０
万
円
か
か
っ
て
い
る
。特
徴
で
あ
る
連
携
機

能
の
活
用
が
難
し
く
、興
味
の
あ
る
内
容
が
優
先
的
に

表
示
さ
れ
る
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
機
能
も
、機
能
を
利
用
す

る
た
め
に
ユ
ー
ザ
ー
登
録
が
必
要
で
、登
録
者
数
も
想
定

に
満
た
な
い
。自
分
が
探
し
た
い
キ
ー
ワ
ー
ド
が
わ
か
ら

な
い
場
合
、欲
し
い
内
容
に
た
ど
り
着
け
な
い
た
め
、新

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
改
善
し
た
い
。

　
　

こ
の
業
務
の
内
容
は
。

　
　

４
月
１
日
の
機
構
改
革
に
伴
い
避
難
が
完
了
し
て

い
な
い
課
を
避
難
さ
せ
る
た
め
の
避
難
先
の
検
討
及
び

 
新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
発
委
託
料

約
２
，
７
２
１
万
円

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
委
託
料

約
１
，
６
９
３
万
円

避
難
先
の
改
修
。本
庁
舎
西
館
の
耐
震
診
断
。本
庁
舎
本

館
か
ら
避
難
が
完
了
し
た
後
の
本
館
解
体
設
計
業
務
を

含
ん
で
い
る
。

　
　
一時
的
な
避
難
に
異
論
は
な
い
。し
か
し
、本
庁
舎
の

今
後
の
方
向
性
が
定
ま
っ
て
い
な
い
。本
庁
舎
の
移
転

は
、12
月
定
例
会
で
否
決
さ
れ
て
お
り
、本
庁
舎
の
位
置

を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。一
時
的
な
避
難
と
言
い
な

が
ら
も
避
難
の
期
間
も
定
ま
っ
て
い
な
い
。財
政
危
機
宣

言
を
発
出
し
て
い
る
中
、無
駄
な
費
用
は
か
け
ら
れ
な
い

が
、今
後
の
見
通
し
は
。

　
　

本
庁
舎
の
位
置
が
変
え
ら
れ
な
い
中
で
、ど
う
す
べ

き
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。こ
の
業
務
で
避
難
先
の
選

定
等
を
行
う
が
、難
し
い
判
断
に
な
る
。現
時
点
で
は
本

庁
舎
の
方
向
性
は
定
ま
っ
て
い
な
い
が
、最
善
の
方
法
を

探
し
て
検
討
を
進
め
た
い
。

　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
等
の
開
始
予
定
は
。

　
　

費
用
対
効
果
を
含
め
検
証
し
て
い
る
。

　

費
用
対
効
果
が
高
く
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な
い
も
の
か

ら
、オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め
た
い
。

 

庁
舎
整
備
等
設
計
委
託
料　

２
千
万
円

　
　
一
人
住
ま
い
の
高
齢
者
が
消
費
者
問
題
で
被
害
に

遭
う
事
例
を
よ
く
聞
く
。消
費
者
庁
は
、人
口
５
万
人
以

上
の
市
町
村
で
消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
置
を
目
指
し
て
い
る
。本
市
の
検
討

状
況
は
。

　
　

県
か
ら
構
想
が
あ
る
こ
と
は
聞
い
て
い
る
。前
向
き

に
検
討
し
た
い
。

 

消
費
者
問
題
対
策
事
業
費　

約
５
６
６
万
円

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
路
線
に
つ
い
て
、今
後
変
更
や

追
加
の
考
え
は
。

　
　

公
共
交
通
は
、地
域
公
共
交
通
会
議
で
議
論
し
て

進
め
る
必
要
が
あ
る
。令
和
３
年
６
月
の
同
会
議
で
運

行
ル
ー
ト
の
変
更
も
検
討
し
た
い
と
話
を
し
て
い
る
。

多
額
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、路
線
の
追
加
は
考
え
て

い
な
い
。

 

芸
術
鑑
賞
講
演
会
委
託
料

令
和
４
年
度
削
除

　
　

市
長
は
施
政
方
針
で「
子
育
て・教
育
の
充
実
」を
述

べ
て
い
る
。し
か
し
、子
ど
も
達
の
思
い
出
や
経
験
と
し

て
大
事
な
学
校
行
事
が
コ
ロ
ナ
禍
で
削
減
さ
れ
て
い
る
。

行
事
の
縮
小・廃
止
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

　
　

情
操
教
育
の
観
点
か
ら
も
芸
術
に
触
れ
る
こ
と
は

大
事
で
あ
る
。文
化
庁
の
事
業
で
巡
回
公
演
事
業
等
も

あ
る
た
め
、今
後
活
用
を
検
討
し
た
い
。

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
事
業
費　

約
６
９
９
万
円

オンライン報告フォームを
運用中です

道路損傷 公園施設
不具合

問問問 答 答

答問答

問答 問答

問答問答問答

問答問答
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しぎかいトピックス

　令和４年度の機構改革に伴う課の移転により、本庁舎の一部出入口が封鎖されています。
ご不便をおかけしますが、傍聴の際は、以下の案内図を参考にお越しください。

委員会の傍聴 本会議の傍聴（エレベーターをご利用の場合）

本庁舎正面の総合案内で
「議会の傍聴に来た」ことを
お伝えください。総合案内
の職員が正面の扉を開けま
すので、エレベーターで４階
までお越しください。

☎

☎ i EV

EV

委員会室 議事課
議場

本会議の傍聴
（外階段をご利用の場合）

東側の外階段から４階へ
お越しください。

本会議の傍聴
（外階段をご利用の場合）

傍聴席の扉を開け入室し、受
付名簿に住所・氏名等を記入
のうえ受付箱へ投函、開会ま
で傍聴席でお待ちください。

委員会の傍聴

委員会室前のロビーまでお越しいただ
き、受付名簿に住所・氏名等を記入し受
付箱へ投函してください。委員会室前
ロビーでお待ちいただき、委員会開催
後に委員長の許可が下り次第、委員会
室に入室し
傍聴してい
ただけます。

本会議の傍聴
（エレベーターをご利用の場合）

議事課までお越しいただき、
議会の開始時刻前に傍聴の
申し出をお願いいたします。
受付後、議事課の職員が傍
聴席までご案内いたします。
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平和への願いを込め、ウクライナマスクを着用して議会を開催

　本市は、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会のウクライナとカザフスタンのホストタウ
ンに登録され、これまで様々な交流を行ってきました。
　この度のロシア連邦のウクライナへの侵攻を受け、橿原市議会並びに橿原市は３月９日付でロシア
連邦に対し抗議書を提出し、抗議の意思を示すとともに、一刻も早い平和的解決を強く求めました。
　３月２２日には、平和への願いを込め、本会議場に出席する議員・職員一同が、東京2020オリン
ピック・パラリンピック競技大会で友好の証としてウクライナ選手団に送ったマスクを着用し、本会議
を開催しました。

夏のエコスタイル

　市役所において５月１日から１０月３１日まで夏のエコスタイルが実施されることに伴い、市議会にお
ける会議や行事につきましても、期間中はノーネクタイ等のエコスタイルを実施します。

議会情報公開請求の状況

　議員の政務活動費に関する資料はホー

ムページに公開しています。その他の議会

情報は、ホームページの請求フォームから

公開請求することができます。

着用したマスクのデザイン

令和３年度　情報公開請求件数　１件

政務活動費 議会情報公開
請求フォーム
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・一・般・質・問・

　
　

ソ
フ
ト
面
か
ら
、地
域
防
災
力
の
強

化
、市
街
地
の
浸
水
対
策
は
。

　
　

浸
水
の
深
さ
と
範
囲
を
示
し
た
地

図
面
と
、洪
水
時
の
安
全
確
保
を
解
説
し

た
情
報
面
で
構
成
さ
れ
た
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
全
戸
配
布
し
た
。デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
り
、ス
マ
ホ
等
で
現
在
地
の
浸
水

深
、安
全
確
保
行
動
が
わ
か
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。

　
　

狭
い
地
域
で
の
被
害
の
予
測
は
。

　
　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、巡
視
等
の

状
況
か
ら
、被
害
の
予
測
を
立
て
て
い
る
。

　
　

ハ
ー
ド
面
か
ら
、市
の
道
路
陥
没
対

策
は
。ま
た
、路
面
下
空
洞
調
査
は
。

　
　

通
報
や
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
発
見

し
た
場
合
、早
急
に
修
繕
し
、安
全
確
保

に
努
め
て
い
る
。地
下
埋
設
物
が
多
い
市

道
の
路
面
下
空
洞
調
査
を
検
討
し
た
い
。

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
防
災
協
定
の
提

示
、協
定
内
容
を
検
索
で
き
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

　
　

本
市
で
は
38
件
、協
定
を
締
結
し
て

い
る
。今
後
、積
極
的
に
発
信
し
た
い
。

　
　

世
界
遺
産
登
録
の
種
類
、国
内
の
見

込
み
は
。

　
　

世
界
遺
産
条
約
で
は
、「
文
化
遺
産
」、

「
自
然
遺
産
」、「
複
合
遺
産
」の
３
種
類
に

定
め
て
お
り
、「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
と
そ

の
関
連
資
産
群
」は
文
化
遺
産
に
該
当
す

る
。令
和
５
年
に「
佐
渡
島
の
金
山
」が
登

録
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、「
彦
根
城
」が
令

和
６
年
の
登
録
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　

登
録
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

例
年
で
は
、令
和
４
年
８
月
の
文
化

庁
の
文
化
審
議
会
に
て
推
薦
候
補
物
件

選
定
を
受
け
、12
月
の
閣
議
了
解
に
よ
る

政
府
の
推
薦
決
定
、令
和
５
年
１
月
に
ユ

ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
へ
推
薦
書

を
提
出
し
、同
年
８
月
頃
、イ
コ
モ
ス
の

現
地
調
査
、令
和
６
年
７
月
の
ユ
ネ
ス
コ

世
界
遺
産
委
員
会
に
て
審
議
、登
録
が
決

定
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

市
内
の
構
成
資
産
の
範
囲
は
。

　
　

藤
原
宮
跡
・
朱
雀
大
路
跡
、大
和
三

山
、本
薬
師
寺
跡
、菖
蒲
池
古
墳
の
４
件
。

防
災

世
界
遺
産
登
録

問答

問答問答問答

問答問答問答

大北大北大北北大北大北大北 かかかかかかかかかかずすずずすずすずすずすずすずすすすけけけけけけけけけけけけけけけけけけ

公公明公明公明公明党党党党

録画映録画映録画映画映映録画 像は像は像はは像像は
こちらちらこち
▼▼

　議員が市政全般について、市長・教育長などに、報告や説明を求めたり、質問したりする
ことを「一般質問」といいます。
　一般質問では、みなさんの生活にかかわる大切な内容について、それぞれの議員が考え、
議員の意見も交えて質問をしています。
　紙面の都合上、そのすべてを本誌に掲載することはできませんが、スマートフォン等で
二次元コードを読み取ると録画映像をご覧いただけます。議員の考えや市政全般について
深く知ることができますので、ぜひ録画映像もご覧ください。

一般質問は、

3・6・9・12月の定例会毎に行なっています。

一般質問当日、

インターネット中継
　　　　　　　　を配信しています。

・一・般・質・問・
　
　

公
営
住
宅
法
や
国
通
知
に
反
し
市

営
住
宅
条
例
に
敷
金
減
免
規
定
が
な
い
。

　
　

敷
金
が
支
払
え
ず
入
居
で
き
な
い

事
態
は
避
け
た
い
。減
免
・
猶
予
の
運
用

等
を
整
理
検
討
し
、条
例
改
正
し
た
い
。

　
　

市
の
計
画
で
は
令
和
８
年
に
０
〜

４
歳
の
転
入
・
転
出
差
ゼ
ロ
が
目
標
。傾

向
を
知
れ
ば
対
策
も
打
て
る
。市
独
自
で

社
会
増
減
デ
ー
タ
を
作
り
、活
用
を
。

　
　

国
の
デ
ー
タ
を
基
に
定
期
的
に
作

成
し
、全
庁
で
共
有
し
た
い
。

　
　

人
口
増
加
策
は「
う
む
」「
よ
ぶ
」「
た

も
つ
」の
３
つ
。出
生
数
や
新
住
民
を
増

や
し
た
上
で
、既
存
住
民
の
定
着
も
大
事

な
こ
と
。そ
の
中
で
、公
共
教
育
は
子
育

て
世
帯
の
定
住
に
影
響
す
る
。

　
　
　
　

市
長
部
局
と
連
携
し
人
口
増

に
繋
が
る
教
育
環
境
を
整
備
拡
充
す
る
。

　
　

保
健
所
の
逼
迫
に
関
わ
ら
ず
検
査

で
き
る
体
制
を
市
で
作
り
、園
や
学
校
で

活
用
を
。取
り
組
む
自
治
体
も
あ
る
。

　
　

本
市
で
は
現
状
難
し
い
。

　
　

コ
ロ
ナ
関
連
欠
席
時
の
、自
宅
学
習

支
援
が
不
十
分
。オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
説

明
が
な
い
学
校
も
。休
校
や
学
級
閉
鎖
に

関
す
る
情
報
量
も
少
な
く
、不
安
に
な
る

人
も
い
る
。生
駒
市
は
情
報
が
少
な
い
方

が
リ
ス
ク
大
と
判
断
し
、校
名
や
感
染
数
、

閉
鎖
日
数
等
を
当
初
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
発
信
。校
区
を
ま
た
ぐ
ス
ポ
ー
ツ
活

動
や
塾
等
の
判
断
材
料
に
も
な
る
。

　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
は
学
校
か
ら
説

明
す
る
。塾
等
の
事
業
者
に
は
本
人
や
保

護
者
が
感
染
情
報
等
を
伝
え
て
い
る
。

　
　

感
染
拡
大
の
中
、飲
食
店
や
他
業
種

の
方
も
大
変
お
困
り
で
、さ
ら
に
コ
ロ
ナ

後
遺
症
が
社
会
問
題
化
す
る
可
能
性
も

あ
る
。感
染
を
抑
え
る
対
策
が
必
要
だ
。

　
　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、住
民
不
安
を
軽
減
で
き
る
情
報
を

丁
寧
に
発
信
し
て
い
く
。先
ほ
ど
の
取
り

組
み
を
検
討
し
、問
題
点
を
ク
リ
ア
で
き

る
な
ら
ど
ん
ど
ん
施
策
を
講
じ
て
い
き

た
い
。

　
　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
市
や
市

議
会
に
補
助
金
20
％
削
減
で
活
動
が
で

き
な
い
と
嘆
願
書
が
届
い
て
い
る
。

　
　

全
て
の
補
助
金
等
の
内
容
を
精
査

し
、廃
止
・
縮
小
し
た
も
の
も
あ
る
。厳
し

い
財
政
状
況
を
乗
り
越
え
、持
続
可
能
な

財
政
運
営
が
行
え
る
よ
う
努
力
す
る
。

　
　

財
政
健
全
化
法
に
４
つ
の
財
政
指

標
が
あ
る
が
、健
全
化
判
断
基
準
を
超
え

た
場
合
、県
や
国
か
ら
指
導
が
入
る
の
か
。

　
　

財
政
運
営
が
計
画
に
適
合
し
な
い

場
合
等
に
、総
務
大
臣
は
予
算
の
変
更
等

必
要
な
措
置
を
勧
告
で
き
る
。ま
た
、地

方
債
を
総
務
大
臣
の
同
意
な
し
に
起
債

で
き
な
く
な
る
。

　
　

本
市
の
状
況
は
。

　
　

令
和
２
年
度
決
算
で
、財
政
４
指
標
、

財
政
力
指
数
０
．73
、経
常
収
支
比
率

95
．５
、公
債
費
比
率
６
．２
、実
質
収
支

比
率
５
．０
。令
和
元
年
度
と
の
比
較
で

は
、い
ず
れ
も
改
善
し
て
い
る
。

　
　

本
市
は
令
和
３
年
３
月
に
財
政
危

機
宣
言
を
発
令
し
た
が
、そ
の
半
年
前
に

県
が
、特
に
財
政
が
厳
し
い
５
つ
の
自
治

体
に「
財
政
警
報
」を
発
令
し
た
。な
ぜ
そ

こ
に
入
ら
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

財
政
の「
重
症
警
報
」発
令
団
体
と

さ
れ
た
の
は
、経
常
収
支
比
率
、実
質
公

債
費
比
率
、将
来
負
担
比
率
、基
金
残
高

比
率
が
ワ
ー
ス
ト
５
に
複
数
該
当
し
た

自
治
体
で
あ
る
。本
市
は
基
金
残
高
比
率

の
み
該
当
し
た
だ
け
で
あ
る
。

　
　

宣
言
発
令
時
、事
前
協
議
を
し
た
か
。

　
　

厳
し
い
財
政
状
況
を
い
か
に
市
民

や
議
員
に
お
知
ら
せ
し
、理
解
を
得
ら
れ

る
か
協
議
し
、市
長
自
ら
が
判
断
し
た
。

　
　

宣
言
発
令
時
、発
令
根
拠
基
準
、解

除
す
る
基
準
は
あ
っ
た
か
。ま
た
、現
時

点
で
は
あ
る
か
。

　
　

基
準
を
定
め
た
も
の
は
な
い
。

　
　

宣
言
解
除
へ
の
出
口
戦
略
は
。

　
　

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
さ
ず
当

初
予
算
編
成
が
で
き
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
お
り
、１
つ
の
方
針
に
な
っ
て
い
る
。

(

続
き
は
録
画
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。)

松尾松尾松尾松尾松尾松尾尾尾 高高高高高高高高高英英英英英英英英英英英英英英英英

政政政政研政研政研政研政 かしかしかしかしはらはらはらら

録画映録画映録画映画映映録画 像は像は像はは像像は
こちらちらこちこ
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市
営
住
宅
の
敷
金

子
育
て
世
帯
の
人
口
流
出

橿
原
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

財
政
危
機
宣
言
発
令
と
令
和
４
年
度

予
算
編
成
な
ら
び
に
影
響

問

問 答問 答市
長

答問問問 答教
育
長

問答問問問 答答

問 答答問答 問答

矢追矢矢追矢追矢追矢追矢追矢追 ももももももももとととととととととととととととととと
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・一・般・質・問・

　
　

ソ
フ
ト
面
か
ら
、地
域
防
災
力
の
強

化
、市
街
地
の
浸
水
対
策
は
。

　
　

浸
水
の
深
さ
と
範
囲
を
示
し
た
地

図
面
と
、洪
水
時
の
安
全
確
保
を
解
説
し

た
情
報
面
で
構
成
さ
れ
た
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
全
戸
配
布
し
た
。デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
り
、ス
マ
ホ
等
で
現
在
地
の
浸
水

深
、安
全
確
保
行
動
が
わ
か
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。

　
　

狭
い
地
域
で
の
被
害
の
予
測
は
。

　
　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、巡
視
等
の

状
況
か
ら
、被
害
の
予
測
を
立
て
て
い
る
。

　
　

ハ
ー
ド
面
か
ら
、市
の
道
路
陥
没
対

策
は
。ま
た
、路
面
下
空
洞
調
査
は
。

　
　

通
報
や
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
発
見

し
た
場
合
、早
急
に
修
繕
し
、安
全
確
保

に
努
め
て
い
る
。地
下
埋
設
物
が
多
い
市

道
の
路
面
下
空
洞
調
査
を
検
討
し
た
い
。

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
防
災
協
定
の
提

示
、協
定
内
容
を
検
索
で
き
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

　
　

本
市
で
は
38
件
、協
定
を
締
結
し
て

い
る
。今
後
、積
極
的
に
発
信
し
た
い
。

　
　

世
界
遺
産
登
録
の
種
類
、国
内
の
見

込
み
は
。

　
　

世
界
遺
産
条
約
で
は
、「
文
化
遺
産
」、

「
自
然
遺
産
」、「
複
合
遺
産
」の
３
種
類
に

定
め
て
お
り
、「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
と
そ

の
関
連
資
産
群
」は
文
化
遺
産
に
該
当
す

る
。令
和
５
年
に「
佐
渡
島
の
金
山
」が
登

録
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、「
彦
根
城
」が
令

和
６
年
の
登
録
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　

登
録
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

例
年
で
は
、令
和
４
年
８
月
の
文
化

庁
の
文
化
審
議
会
に
て
推
薦
候
補
物
件

選
定
を
受
け
、12
月
の
閣
議
了
解
に
よ
る

政
府
の
推
薦
決
定
、令
和
５
年
１
月
に
ユ

ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
へ
推
薦
書

を
提
出
し
、同
年
８
月
頃
、イ
コ
モ
ス
の

現
地
調
査
、令
和
６
年
７
月
の
ユ
ネ
ス
コ

世
界
遺
産
委
員
会
に
て
審
議
、登
録
が
決

定
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

市
内
の
構
成
資
産
の
範
囲
は
。

　
　

藤
原
宮
跡
・
朱
雀
大
路
跡
、大
和
三

山
、本
薬
師
寺
跡
、菖
蒲
池
古
墳
の
４
件
。

防
災

世
界
遺
産
登
録

問答

問答問答問答

問答問答問答

大北大北大北北大北大北大北 かかかかかかかかかかずすずずすずすずすずすずすずすすすけけけけけけけけけけけけけけけけけけ

公公明公明公明公明党党党党

録画映録画映録画映画映映録画 像は像は像はは像像は
こちらちらこち
▼▼

　議員が市政全般について、市長・教育長などに、報告や説明を求めたり、質問したりする
ことを「一般質問」といいます。
　一般質問では、みなさんの生活にかかわる大切な内容について、それぞれの議員が考え、
議員の意見も交えて質問をしています。
　紙面の都合上、そのすべてを本誌に掲載することはできませんが、スマートフォン等で
二次元コードを読み取ると録画映像をご覧いただけます。議員の考えや市政全般について
深く知ることができますので、ぜひ録画映像もご覧ください。

一般質問は、

3・6・9・12月の定例会毎に行なっています。

一般質問当日、

インターネット中継
　　　　　　　　を配信しています。

・一・般・質・問・
　
　

公
営
住
宅
法
や
国
通
知
に
反
し
市

営
住
宅
条
例
に
敷
金
減
免
規
定
が
な
い
。

　
　

敷
金
が
支
払
え
ず
入
居
で
き
な
い

事
態
は
避
け
た
い
。減
免
・
猶
予
の
運
用

等
を
整
理
検
討
し
、条
例
改
正
し
た
い
。

　
　

市
の
計
画
で
は
令
和
８
年
に
０
〜

４
歳
の
転
入
・
転
出
差
ゼ
ロ
が
目
標
。傾

向
を
知
れ
ば
対
策
も
打
て
る
。市
独
自
で

社
会
増
減
デ
ー
タ
を
作
り
、活
用
を
。

　
　

国
の
デ
ー
タ
を
基
に
定
期
的
に
作

成
し
、全
庁
で
共
有
し
た
い
。

　
　

人
口
増
加
策
は「
う
む
」「
よ
ぶ
」「
た

も
つ
」の
３
つ
。出
生
数
や
新
住
民
を
増

や
し
た
上
で
、既
存
住
民
の
定
着
も
大
事

な
こ
と
。そ
の
中
で
、公
共
教
育
は
子
育

て
世
帯
の
定
住
に
影
響
す
る
。

　
　
　
　

市
長
部
局
と
連
携
し
人
口
増

に
繋
が
る
教
育
環
境
を
整
備
拡
充
す
る
。

　
　

保
健
所
の
逼
迫
に
関
わ
ら
ず
検
査

で
き
る
体
制
を
市
で
作
り
、園
や
学
校
で

活
用
を
。取
り
組
む
自
治
体
も
あ
る
。

　
　

本
市
で
は
現
状
難
し
い
。

　
　

コ
ロ
ナ
関
連
欠
席
時
の
、自
宅
学
習

支
援
が
不
十
分
。オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
説

明
が
な
い
学
校
も
。休
校
や
学
級
閉
鎖
に

関
す
る
情
報
量
も
少
な
く
、不
安
に
な
る

人
も
い
る
。生
駒
市
は
情
報
が
少
な
い
方

が
リ
ス
ク
大
と
判
断
し
、校
名
や
感
染
数
、

閉
鎖
日
数
等
を
当
初
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
発
信
。校
区
を
ま
た
ぐ
ス
ポ
ー
ツ
活

動
や
塾
等
の
判
断
材
料
に
も
な
る
。

　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
は
学
校
か
ら
説

明
す
る
。塾
等
の
事
業
者
に
は
本
人
や
保

護
者
が
感
染
情
報
等
を
伝
え
て
い
る
。

　
　

感
染
拡
大
の
中
、飲
食
店
や
他
業
種

の
方
も
大
変
お
困
り
で
、さ
ら
に
コ
ロ
ナ

後
遺
症
が
社
会
問
題
化
す
る
可
能
性
も

あ
る
。感
染
を
抑
え
る
対
策
が
必
要
だ
。

　
　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、住
民
不
安
を
軽
減
で
き
る
情
報
を

丁
寧
に
発
信
し
て
い
く
。先
ほ
ど
の
取
り

組
み
を
検
討
し
、問
題
点
を
ク
リ
ア
で
き

る
な
ら
ど
ん
ど
ん
施
策
を
講
じ
て
い
き

た
い
。

　
　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
市
や
市

議
会
に
補
助
金
20
％
削
減
で
活
動
が
で

き
な
い
と
嘆
願
書
が
届
い
て
い
る
。

　
　

全
て
の
補
助
金
等
の
内
容
を
精
査

し
、廃
止
・
縮
小
し
た
も
の
も
あ
る
。厳
し

い
財
政
状
況
を
乗
り
越
え
、持
続
可
能
な

財
政
運
営
が
行
え
る
よ
う
努
力
す
る
。

　
　

財
政
健
全
化
法
に
４
つ
の
財
政
指

標
が
あ
る
が
、健
全
化
判
断
基
準
を
超
え

た
場
合
、県
や
国
か
ら
指
導
が
入
る
の
か
。

　
　

財
政
運
営
が
計
画
に
適
合
し
な
い

場
合
等
に
、総
務
大
臣
は
予
算
の
変
更
等

必
要
な
措
置
を
勧
告
で
き
る
。ま
た
、地

方
債
を
総
務
大
臣
の
同
意
な
し
に
起
債

で
き
な
く
な
る
。

　
　

本
市
の
状
況
は
。

　
　

令
和
２
年
度
決
算
で
、財
政
４
指
標
、

財
政
力
指
数
０
．73
、経
常
収
支
比
率

95
．５
、公
債
費
比
率
６
．２
、実
質
収
支

比
率
５
．０
。令
和
元
年
度
と
の
比
較
で

は
、い
ず
れ
も
改
善
し
て
い
る
。

　
　

本
市
は
令
和
３
年
３
月
に
財
政
危

機
宣
言
を
発
令
し
た
が
、そ
の
半
年
前
に

県
が
、特
に
財
政
が
厳
し
い
５
つ
の
自
治

体
に「
財
政
警
報
」を
発
令
し
た
。な
ぜ
そ

こ
に
入
ら
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

財
政
の「
重
症
警
報
」発
令
団
体
と

さ
れ
た
の
は
、経
常
収
支
比
率
、実
質
公

債
費
比
率
、将
来
負
担
比
率
、基
金
残
高

比
率
が
ワ
ー
ス
ト
５
に
複
数
該
当
し
た

自
治
体
で
あ
る
。本
市
は
基
金
残
高
比
率

の
み
該
当
し
た
だ
け
で
あ
る
。

　
　

宣
言
発
令
時
、事
前
協
議
を
し
た
か
。

　
　

厳
し
い
財
政
状
況
を
い
か
に
市
民

や
議
員
に
お
知
ら
せ
し
、理
解
を
得
ら
れ

る
か
協
議
し
、市
長
自
ら
が
判
断
し
た
。

　
　

宣
言
発
令
時
、発
令
根
拠
基
準
、解

除
す
る
基
準
は
あ
っ
た
か
。ま
た
、現
時

点
で
は
あ
る
か
。

　
　

基
準
を
定
め
た
も
の
は
な
い
。

　
　

宣
言
解
除
へ
の
出
口
戦
略
は
。

　
　

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
さ
ず
当

初
予
算
編
成
が
で
き
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
お
り
、１
つ
の
方
針
に
な
っ
て
い
る
。

(

続
き
は
録
画
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。)

松尾松尾松尾松尾松尾松尾尾尾 高高高高高高高高高英英英英英英英英英英英英英英英英
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今
ま
で
に
橿
原
市
地
域
公
共
交
通

計
画
に
、子
育
て
や
出
産
に
関
す
る
内
容

の
検
討
は
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
公
共
交
通
計
画
に
お

い
て
は
、交
通
弱
者
と
呼
ば
れ
る
移
動
手

段
の
な
い
高
齢
者
等
が
、安
全
で
快
適
に

移
動
で
き
る
公
共
交
通
を
目
指
し
て
き

た
が
、子
育
て
や
出
産
に
関
す
る
視
点
を

取
り
入
れ
た
議
論
は
少
な
か
っ
た
。

　
　

陣
痛
タ
ク
シ
ー
の
導
入
の
検
討
は
。

　
　

今
後
、前
向
き
に
検
討
す
る
意
向
の

あ
る
会
社
が
あ
れ
ば
、市
と
し
て
協
力
し

て
い
き
た
い
。

　
　

こ
れ
か
ら
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
、

子
育
て
に
関
す
る
施
策
、交
通
支
援
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　

交
通
弱
者
と
呼
ば
れ
る
方
を
含
め

た
市
民
の
皆
様
が
安
心
・
安
全
で
快
適
に

移
動
で
き
る
よ
う
、公
共
交
通
の
充
実
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。令
和
４
年

度
に「
地
域
公
共
交
通
基
本
計
画
」を
策

定
し
、出
産
や
子
育
て
か
ら
の
観
点
も
盛

り
込
み
、検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　

国
連
の「
世
界
人
口
白
書
２
０
２

１
」に
よ
る
と
、日
本
の
人
口
は
１
億
２

千
６
百
万
人
で
、世
界
２
０
４
の
国
と
地

域
の
内
、第
11
位
。し
か
し
、人
口
の

多
い
上
位
30
か
国
の
内
、人
口
が
減
少
し

て
い
る
の
は
唯
一
、日
本
だ
け
で
あ
る
。

人
口
減
少
が
加
速
す
る
中
、政
府
は
２
０

６
０
年
に
、１
億
人
を
保
持
す
る
人
口
目

標
を
か
か
げ
て
い
る
。現
在
、人
口
12
万

人
の
本
市
の
目
標
は
９
万
５
千
人
。人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
は
。

　
　

子
育
て
・
教
育
施
策
の
充
実
に
よ
り
、

社
会
増
、ひ
い
て
は
自
然
増
を
も
た
ら
す
。

若
年
層
の
移
住
を
促
進
し
、本
市
に
住
み
、

出
産
・
育
児
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出

生
率
の
上
昇
に
つ
な
が
る
。

　
　

２
０
２
１
年
の
出
生
数
は
過
去
最

少
の
84
万
人
。死
亡
者
か
ら
差
し
引
く

と
61
万
人
で
あ
り
、戦
後
最
多
の
人
口

減
少
で
あ
る
。今
後
も
毎
年
、「
鳥
取
県

一
つ
分
以
上
」に
相
当
す
る
人
口
減
少
が

続
く
。一
人
の
女
性
が
一
生
の
間
に
生
む

子
ど
も
の
数
を
指
す
、合
計
特
殊
出
生
率

は
、本
市
で
１
．
39(

全
国
平
均
以
下)

。

人
口
増
減
の
均
衡
を
保
つ
２
．07
の
目

標
達
成
を
主
眼
に
、自
治
体
間
で
住
民
を

取
り
合
う
移
住
対
策
で
は
な
く
、結
婚
・

出
産
・
子
育
て
政
策
に
重
点
を
置
き
、子

ど
も
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、人
口
減
少

を
食
い
止
め
る
こ
と
が
大
切
で
は
。

　
　

待
機
児
童
の
解
消
や
学
童
保
育
の

充
実
、さ
ら
な
る
特
色
あ
る
教
育
の
実
施
、

独
自
性
の
あ
る
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業

な
ど
、子
育
て
世
代
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　

令
和
４
年
４
月
、「
育
児
・
介
護
休

業
法
」が
抜
本
改
正
さ
れ
、大
き
な
テ
ー

マ
は
、人
口
減
少
社
会
の
克
服
に
む
け
た

「
男
性
の
育
休
」。私
自
身
も
育
休
を
経
験

し
て
い
る
が
、男
性
の
育
児
参
加
施
策
に

よ
り
、諸
外
国
で
は
出
生
数
増
に
成
功
し

て
い
る
。積
極
的
な
展
開
が
必
要
で
は
。

　
　

雇
用
環
境
の
整
備
が
必
要
で
あ
り
、

市
内
事
業
者
の
方
々
や
市
民
の
皆
様
へ

広
く
男
性
の
育
児
休
業
取
得
推
進
の
た

め
の
情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

育
児
・
介
護
休
業
法
改
正

男
性
育
休
促
進
に
よ
る

人
口
減
少
・
少
子
化
対
策

地
域
公
共
交
通

上田上田上田上田上田上田田田 くくくくくくによによによによによによによによよよよよよよよよよよしししししししししししししししし

政政政政政研政研研政研かかかしかしはらはらは
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問答問答問答

問 問答

問 答答

　
　

心
理
相
談
員
の
各
校
の
評
価
は
。

　
　

よ
い
評
価
を
頂
い
て
い
る
。

　
　

令
和
４
年
度
も
引
き
続
き
勤
務
さ

れ
る
心
理
相
談
員
の
現
状
は
。

　
　

小
学
校
16
枠
、中
学
校
21
枠
の
計

37
枠
の
う
ち
、
16
枠
が
新
人
と
な
る
予

定
で
あ
る
。

　
　

こ
の
１
年
間
で
学
校
や
生
徒
と
信

頼
関
係
を
築
い
て
き
た
と
思
わ
れ
る
が
、

離
職
者
が
多
い
こ
と
で
、ま
た
一
か
ら
と

な
る
現
状
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

配
置
を
し
て
い
る
学
校
が
そ
の
人

材
を
い
か
に
活
用
で
き
る
か
が
重
要
で

あ
る
。事
業
検
証
を
し
っ
か
り
と
行
い
、

新
た
な
心
理
相
談
員
が
す
ぐ
に
業
務
に

就
け
る
よ
う
に
引
継
ぎ
や
支
援
を
で
き

る
体
制
を
整
え
た
い
。

　
　

市
と
し
て
心
に
不
安
を
抱
え
て
い

る
、学
校
に
来
ら
れ
な
い
児
童
・
生
徒
を

ど
の
よ
う
に
支
え
て
い
く
の
か
。

　
　

未
来
へ
の
投
資
に
つ
な
が
る
教
育

に
係
る
施
策
や
予
算
は
確
保
し
て
い
く
。

学
校
に
来
ら
れ
な
い
生
徒
・
児
童
の
対
応

問答問答問答問答

今井今井今井今井今井今井今井井 りりりりりりかかかかかかかかかかかかかか

立立立憲立立憲憲憲憲民民民主民主主党党党党
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本
市
の
人
口
減
少
の
要
因
、傾
向
は
。

　
　

本
市
は
都
市
機
能
が
充
実
し
て
お

り
、地
価
が
高
く
、住
宅
価
格
が
高
い
。ま

た
、大
規
模
な
宅
地
開
発
を
新
た
に
行
い

に
く
い
状
況
で
、転
入
者
は
既
存
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
新
た
に
入
り
込
ん
で
い

く
必
要
が
あ
り
、ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

　
　

そ
の
分
析
に
対
し
、取
り
組
み
は
。

　
　

地
価
を
抑
え
る
、住
宅
開
発
が
促
進

す
る
よ
う
な
施
策
は
積
極
的
に
は
展
開

し
て
い
な
い
。

　
　

分
析
し
、要
因
も
分
か
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、今
で
き
て
い
な
い
こ
と

に
ど
う
取
り
組
む
の
か
疑
問
で
あ
る
。

　
　

住
民
や
企
業
活
動
等
に
着
目
し
、ま

ち
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
新
た
な
視
点

を
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。市
街
化
調

整
区
域
の
地
区
計
画
制
度
等
の
規
制
緩

和
や
、新
し
い
ル
ー
ル
を
活
用
し
、企
業

や
各
種
産
業
の
立
地
を
促
進
す
る
。新
た

な
雇
用
が
生
ま
れ
れ
ば
、人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
、新
た
な
人
の
流
れ
や
定
住

促
進
に
も
寄
与
す
る
。

　
　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は
。

　
　

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
と
い
い
、

仕
入
税
額
控
除
を
受
け
る
た
め
の
新
た

な
方
式
で
、令
和
５
年
10
月
１
日
よ
り
導

入
さ
れ
る
。免
税
事
業
者
が
適
格
請
求
書

発
行
事
業
者
の
登
録
を
行
う
と
、課
税
事

業
者
と
な
り
、負
担
が
大
き
く
増
え
る
。

小
規
模
事
業
者
へ
の
影
響
が
大
き
い
。

　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
免
税

業
者
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
消
費
税
額
は
。

　
　

約
２
，０
０
０
万
円
の
負
担
が
生
ず

る
。影
響
が
大
き
く
、制
度
の
廃
止
や
延

期
を
求
め
る
意
見
書
等
が
全
国
的
に
提

出
さ
れ
て
い
る
。本
市
に
も
、安
定
的
な

事
業
運
営
が
可
能
と
な
る
措
置
の
要
望

を
受
け
て
い
る
。今
後
の
動
向
を
注
視
し
、

必
要
な
調
整
や
対
応
等
を
検
討
し
た
い
。

　
　

市
長
の
考
え
は
。

　
　

業
種
を
問
わ
ず
、様
々
な
影
響
が
あ

る
と
考
え
る
。課
税
事
業
者
と
な
り
、消

費
税
を
負
担
す
る
影
響
は
大
き
い
。

本
市
の
人
口
減
少
問
題

営
業
と
く
ら
し
を
脅
か
す

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

問答 問答 問答

問答問答 問答

　
　

学
校
教
育
へ
の
影
響
は
。

　
　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
に
対

し
て
不
安
な
気
持
ち
が
常
に
あ
り
、な
か

な
か
自
由
に
活
動
で
き
な
い
。

　
　

リ
モ
ー
ト
授
業
等
の
学
習
保
障
は
。

　
　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
環
境
を
活
用

し
、学
習
保
障
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

学
習
内
容
の
消
化
率
は
。

　
　

最
終
学
年
は
、ほ
ぼ
例
年
の
進
度
で

終
了
し
て
い
る
。継
続
し
た
学
習
指
導
を

図
り
、確
か
な
学
力
の
定
着
に
努
め
た
い
。

　
　

今
後
も
学
級
閉
鎖
等
が
想
定
さ
れ

る
。不
測
の
事
態
へ
の
対
策
は
。

　
　

進
級
・
進
学
し
、前
学
年
で
の
未
習

内
容
が
あ
れ
ば
、補
習
を
し
っ
か
り
と
行

う
。新
入
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
を
行
え

る
よ
う
に
早
い
時
期
か
ら
学
校
で
の
機

器
操
作
に
慣
れ
て
も
ら
い
、学
級
閉
鎖
に

も
備
え
た
い
。子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

非
常
に
長
い
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、相
当
な

負
担
と
な
っ
て
お
り
、学
校
に
対
し
て
も

学
習
面
と
心
理
面
で
の
両
輪
で
指
導
を

継
続
し
て
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
教
育

問答問答 問答 問答

　
　

本
庁
舎
が
倒
壊
し
た
場
合
、影
響
は

非
常
に
大
き
い
も
の
に
な
る
。１
・
２
階

の
機
能
は
他
に
移
転
さ
れ
る
が
、残
る

３
・
４
階
等
、今
後
ど
う
す
る
の
か
。

　
　

当
初
予
算
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、早
急

に
本
庁
舎
３
・
４
階
の
検
討
や
設
計
等
、

作
業
を
進
め
た
い
。
12
月
定
例
会
に
て
、

本
庁
舎
の
移
転
は
で
き
な
い
と
な
っ
た

の
で
、移
転
さ
せ
ず
に
、ま
ず
は
こ
の
耐

震
性
能
が
な
い
建
物
を
早
く
壊
せ
る
よ

う
、検
討
し
て
い
る
。

　
　

当
初
の
建
替
計
画
を
12
億
円
超
過
し

断
念
し
た
が
、一
方
で
こ
れ
ま
で
の
設
計

費
等
で
６
，９
３
０
万
円
損
し
て
い
る
。

ま
た
、市
長
の
令
和
４
年
度
施
策
方
針
が

こ
れ
ま
で
の
も
の
か
ら
一
転
し
て
い
る
。

重
く
受
け
止
め
て
ほ
し
い
。

　
　

決
断
す
る
と
き
は
決
断
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。幾
ら
施
政
方
針
に
書
い
て

い
る
か
ら
と
い
っ
て
、そ
の
ま
ま
進
め
る

の
は
非
常
に
危
険
で
あ
る
。作
業
を
進
め

な
が
ら
、そ
の
先
の
本
庁
舎
の
在
り
方
を

し
っ
か
り
検
討
し
た
い
。

新
本
庁
舎
建
設
整
備

問答 答 問
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・一・般・質・問・
　
　

今
ま
で
に
橿
原
市
地
域
公
共
交
通

計
画
に
、子
育
て
や
出
産
に
関
す
る
内
容

の
検
討
は
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
公
共
交
通
計
画
に
お

い
て
は
、交
通
弱
者
と
呼
ば
れ
る
移
動
手

段
の
な
い
高
齢
者
等
が
、安
全
で
快
適
に

移
動
で
き
る
公
共
交
通
を
目
指
し
て
き

た
が
、子
育
て
や
出
産
に
関
す
る
視
点
を

取
り
入
れ
た
議
論
は
少
な
か
っ
た
。

　
　

陣
痛
タ
ク
シ
ー
の
導
入
の
検
討
は
。

　
　

今
後
、前
向
き
に
検
討
す
る
意
向
の

あ
る
会
社
が
あ
れ
ば
、市
と
し
て
協
力
し

て
い
き
た
い
。

　
　

こ
れ
か
ら
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
、

子
育
て
に
関
す
る
施
策
、交
通
支
援
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　

交
通
弱
者
と
呼
ば
れ
る
方
を
含
め

た
市
民
の
皆
様
が
安
心
・
安
全
で
快
適
に

移
動
で
き
る
よ
う
、公
共
交
通
の
充
実
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。令
和
４
年

度
に「
地
域
公
共
交
通
基
本
計
画
」を
策

定
し
、出
産
や
子
育
て
か
ら
の
観
点
も
盛

り
込
み
、検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　

国
連
の「
世
界
人
口
白
書
２
０
２

１
」に
よ
る
と
、日
本
の
人
口
は
１
億
２

千
６
百
万
人
で
、世
界
２
０
４
の
国
と
地

域
の
内
、第
11
位
。し
か
し
、人
口
の

多
い
上
位
30
か
国
の
内
、人
口
が
減
少
し

て
い
る
の
は
唯
一
、日
本
だ
け
で
あ
る
。

人
口
減
少
が
加
速
す
る
中
、政
府
は
２
０

６
０
年
に
、１
億
人
を
保
持
す
る
人
口
目

標
を
か
か
げ
て
い
る
。現
在
、人
口
12
万

人
の
本
市
の
目
標
は
９
万
５
千
人
。人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
は
。

　
　

子
育
て
・
教
育
施
策
の
充
実
に
よ
り
、

社
会
増
、ひ
い
て
は
自
然
増
を
も
た
ら
す
。

若
年
層
の
移
住
を
促
進
し
、本
市
に
住
み
、

出
産
・
育
児
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出

生
率
の
上
昇
に
つ
な
が
る
。

　
　

２
０
２
１
年
の
出
生
数
は
過
去
最

少
の
84
万
人
。死
亡
者
か
ら
差
し
引
く

と
61
万
人
で
あ
り
、戦
後
最
多
の
人
口

減
少
で
あ
る
。今
後
も
毎
年
、「
鳥
取
県

一
つ
分
以
上
」に
相
当
す
る
人
口
減
少
が

続
く
。一
人
の
女
性
が
一
生
の
間
に
生
む

子
ど
も
の
数
を
指
す
、合
計
特
殊
出
生
率

は
、本
市
で
１
．
39(

全
国
平
均
以
下)

。

人
口
増
減
の
均
衡
を
保
つ
２
．07
の
目

標
達
成
を
主
眼
に
、自
治
体
間
で
住
民
を

取
り
合
う
移
住
対
策
で
は
な
く
、結
婚
・

出
産
・
子
育
て
政
策
に
重
点
を
置
き
、子

ど
も
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、人
口
減
少

を
食
い
止
め
る
こ
と
が
大
切
で
は
。

　
　

待
機
児
童
の
解
消
や
学
童
保
育
の

充
実
、さ
ら
な
る
特
色
あ
る
教
育
の
実
施
、

独
自
性
の
あ
る
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業

な
ど
、子
育
て
世
代
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　

令
和
４
年
４
月
、「
育
児
・
介
護
休

業
法
」が
抜
本
改
正
さ
れ
、大
き
な
テ
ー

マ
は
、人
口
減
少
社
会
の
克
服
に
む
け
た

「
男
性
の
育
休
」。私
自
身
も
育
休
を
経
験

し
て
い
る
が
、男
性
の
育
児
参
加
施
策
に

よ
り
、諸
外
国
で
は
出
生
数
増
に
成
功
し

て
い
る
。積
極
的
な
展
開
が
必
要
で
は
。

　
　

雇
用
環
境
の
整
備
が
必
要
で
あ
り
、

市
内
事
業
者
の
方
々
や
市
民
の
皆
様
へ

広
く
男
性
の
育
児
休
業
取
得
推
進
の
た

め
の
情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

育
児
・
介
護
休
業
法
改
正

男
性
育
休
促
進
に
よ
る

人
口
減
少
・
少
子
化
対
策

地
域
公
共
交
通

上田上田上田上田上田上田田田 くくくくくくによによによによによによによによよよよよよよよよよよしししししししししししししししし

政政政政政研政研研政研かかかしかしはらはらは

録画映録画映画映映録画 像は像ははは像は像は
こちららこちらこち
▼▼▼▼

問答問答問答

問 問答

問 答答

　
　

心
理
相
談
員
の
各
校
の
評
価
は
。

　
　

よ
い
評
価
を
頂
い
て
い
る
。

　
　

令
和
４
年
度
も
引
き
続
き
勤
務
さ

れ
る
心
理
相
談
員
の
現
状
は
。

　
　

小
学
校
16
枠
、中
学
校
21
枠
の
計

37
枠
の
う
ち
、
16
枠
が
新
人
と
な
る
予

定
で
あ
る
。

　
　

こ
の
１
年
間
で
学
校
や
生
徒
と
信

頼
関
係
を
築
い
て
き
た
と
思
わ
れ
る
が
、

離
職
者
が
多
い
こ
と
で
、ま
た
一
か
ら
と

な
る
現
状
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

配
置
を
し
て
い
る
学
校
が
そ
の
人

材
を
い
か
に
活
用
で
き
る
か
が
重
要
で

あ
る
。事
業
検
証
を
し
っ
か
り
と
行
い
、

新
た
な
心
理
相
談
員
が
す
ぐ
に
業
務
に

就
け
る
よ
う
に
引
継
ぎ
や
支
援
を
で
き

る
体
制
を
整
え
た
い
。

　
　

市
と
し
て
心
に
不
安
を
抱
え
て
い

る
、学
校
に
来
ら
れ
な
い
児
童
・
生
徒
を

ど
の
よ
う
に
支
え
て
い
く
の
か
。

　
　

未
来
へ
の
投
資
に
つ
な
が
る
教
育

に
係
る
施
策
や
予
算
は
確
保
し
て
い
く
。

学
校
に
来
ら
れ
な
い
生
徒
・
児
童
の
対
応

問答問答問答問答

今井今井今井今井今井今井今井井 りりりりりりかかかかかかかかかかかかかか
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本
市
の
人
口
減
少
の
要
因
、傾
向
は
。

　
　

本
市
は
都
市
機
能
が
充
実
し
て
お

り
、地
価
が
高
く
、住
宅
価
格
が
高
い
。ま

た
、大
規
模
な
宅
地
開
発
を
新
た
に
行
い

に
く
い
状
況
で
、転
入
者
は
既
存
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
新
た
に
入
り
込
ん
で
い

く
必
要
が
あ
り
、ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

　
　

そ
の
分
析
に
対
し
、取
り
組
み
は
。

　
　

地
価
を
抑
え
る
、住
宅
開
発
が
促
進

す
る
よ
う
な
施
策
は
積
極
的
に
は
展
開

し
て
い
な
い
。

　
　

分
析
し
、要
因
も
分
か
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、今
で
き
て
い
な
い
こ
と

に
ど
う
取
り
組
む
の
か
疑
問
で
あ
る
。

　
　

住
民
や
企
業
活
動
等
に
着
目
し
、ま

ち
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
新
た
な
視
点

を
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。市
街
化
調

整
区
域
の
地
区
計
画
制
度
等
の
規
制
緩

和
や
、新
し
い
ル
ー
ル
を
活
用
し
、企
業

や
各
種
産
業
の
立
地
を
促
進
す
る
。新
た

な
雇
用
が
生
ま
れ
れ
ば
、人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
、新
た
な
人
の
流
れ
や
定
住

促
進
に
も
寄
与
す
る
。

　
　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は
。

　
　

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
と
い
い
、

仕
入
税
額
控
除
を
受
け
る
た
め
の
新
た

な
方
式
で
、令
和
５
年
10
月
１
日
よ
り
導

入
さ
れ
る
。免
税
事
業
者
が
適
格
請
求
書

発
行
事
業
者
の
登
録
を
行
う
と
、課
税
事

業
者
と
な
り
、負
担
が
大
き
く
増
え
る
。

小
規
模
事
業
者
へ
の
影
響
が
大
き
い
。

　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
免
税

業
者
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
消
費
税
額
は
。

　
　

約
２
，０
０
０
万
円
の
負
担
が
生
ず

る
。影
響
が
大
き
く
、制
度
の
廃
止
や
延

期
を
求
め
る
意
見
書
等
が
全
国
的
に
提

出
さ
れ
て
い
る
。本
市
に
も
、安
定
的
な

事
業
運
営
が
可
能
と
な
る
措
置
の
要
望

を
受
け
て
い
る
。今
後
の
動
向
を
注
視
し
、

必
要
な
調
整
や
対
応
等
を
検
討
し
た
い
。

　
　

市
長
の
考
え
は
。

　
　

業
種
を
問
わ
ず
、様
々
な
影
響
が
あ

る
と
考
え
る
。課
税
事
業
者
と
な
り
、消

費
税
を
負
担
す
る
影
響
は
大
き
い
。

本
市
の
人
口
減
少
問
題

営
業
と
く
ら
し
を
脅
か
す

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

問答 問答 問答

問答問答 問答

　
　

学
校
教
育
へ
の
影
響
は
。

　
　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
に
対

し
て
不
安
な
気
持
ち
が
常
に
あ
り
、な
か

な
か
自
由
に
活
動
で
き
な
い
。

　
　

リ
モ
ー
ト
授
業
等
の
学
習
保
障
は
。

　
　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
環
境
を
活
用

し
、学
習
保
障
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

学
習
内
容
の
消
化
率
は
。

　
　

最
終
学
年
は
、ほ
ぼ
例
年
の
進
度
で

終
了
し
て
い
る
。継
続
し
た
学
習
指
導
を

図
り
、確
か
な
学
力
の
定
着
に
努
め
た
い
。

　
　

今
後
も
学
級
閉
鎖
等
が
想
定
さ
れ

る
。不
測
の
事
態
へ
の
対
策
は
。

　
　

進
級
・
進
学
し
、前
学
年
で
の
未
習

内
容
が
あ
れ
ば
、補
習
を
し
っ
か
り
と
行

う
。新
入
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
を
行
え

る
よ
う
に
早
い
時
期
か
ら
学
校
で
の
機

器
操
作
に
慣
れ
て
も
ら
い
、学
級
閉
鎖
に

も
備
え
た
い
。子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

非
常
に
長
い
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、相
当
な

負
担
と
な
っ
て
お
り
、学
校
に
対
し
て
も

学
習
面
と
心
理
面
で
の
両
輪
で
指
導
を

継
続
し
て
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
教
育

問答問答 問答 問答

　
　

本
庁
舎
が
倒
壊
し
た
場
合
、影
響
は

非
常
に
大
き
い
も
の
に
な
る
。１
・
２
階

の
機
能
は
他
に
移
転
さ
れ
る
が
、残
る

３
・
４
階
等
、今
後
ど
う
す
る
の
か
。

　
　

当
初
予
算
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、早
急

に
本
庁
舎
３
・
４
階
の
検
討
や
設
計
等
、

作
業
を
進
め
た
い
。
12
月
定
例
会
に
て
、

本
庁
舎
の
移
転
は
で
き
な
い
と
な
っ
た

の
で
、移
転
さ
せ
ず
に
、ま
ず
は
こ
の
耐

震
性
能
が
な
い
建
物
を
早
く
壊
せ
る
よ

う
、検
討
し
て
い
る
。

　
　

当
初
の
建
替
計
画
を
12
億
円
超
過
し

断
念
し
た
が
、一
方
で
こ
れ
ま
で
の
設
計

費
等
で
６
，９
３
０
万
円
損
し
て
い
る
。

ま
た
、市
長
の
令
和
４
年
度
施
策
方
針
が

こ
れ
ま
で
の
も
の
か
ら
一
転
し
て
い
る
。

重
く
受
け
止
め
て
ほ
し
い
。

　
　

決
断
す
る
と
き
は
決
断
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。幾
ら
施
政
方
針
に
書
い
て

い
る
か
ら
と
い
っ
て
、そ
の
ま
ま
進
め
る

の
は
非
常
に
危
険
で
あ
る
。作
業
を
進
め

な
が
ら
、そ
の
先
の
本
庁
舎
の
在
り
方
を

し
っ
か
り
検
討
し
た
い
。

新
本
庁
舎
建
設
整
備

問答 答 問

原山原山原山原山原山原山原山 大大大大大大大大大大大大亮亮亮亮亮亮亮亮亮亮亮亮亮亮亮亮亮亮

日日日日本日本本維維新維新維新の会の会の会会

録画映録画映画映映録画映像は像ははは像は像は
こちららこちらこちち
▼▼▼▼

竹森竹森竹森竹森竹森竹森竹森竹森 衛衛衛衛衛衛衛衛衛

無無会無会無会無会派派派派
（日（日（日（日（日（日本共本共本共本共本 産党産党））））

録画映録画映録画映画映画録画 像は像は像はは像は像は
こちらちらこちこ
▼▼




